
   市内宿泊業者への支援金給付と市内宿泊需要喚起のための観 

光振興策に関する意見書 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い行政による不要不急の外出や県をまたぐ

移動の自粛要請が発せられ、遠野市においても宿泊需要が激減している。 

市では、新型コロナウイルス感染症対策本部を設置して、迅速に対応していただ

いているところであるが、この厳しい経営環境は宿泊事業者個々の経営努力のみで

は到底乗り切ることができない。 

また、今後仮に感染拡大が終息に向かったとしても、旅行や出張を控える傾向は

長期に渡って続くものと予想され、市内の宿泊需要喚起の対策が必要と考えられる

ため、次の事項について取り組むよう要望する。 

 

１ 市内宿泊業者への支援金給付と事態終息後の観光振興策等の検討及び予算措置

を講ずること。 

 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 

 

記 
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